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第１部第１部第１部第１部    総論編総論編総論編総論編 

 

１１１１    要請の背景と予備調査の目的要請の背景と予備調査の目的要請の背景と予備調査の目的要請の背景と予備調査の目的 

 

１－１１－１１－１１－１    背景・経緯背景・経緯背景・経緯背景・経緯 

 ワットプー遺跡はヴィエンチャンからメコン河の下流約 500 キロ、パクセの南方に位置する

チャンパサク県にある。遺跡サイトの総面積は約 500 平方キロで、５～１２世紀にクメール人

が建設した二つの都市の遺跡が残っている。この都市は当時東南アジアの中心で、チェンラ王

朝の首都であったと考えられている。住居、道路、水路、寺院等の都市インフラは山岳信仰の

象徴となっているカオ山を後方に抱き、景観に調和するように建設されており、歴史的価値に

加えて都市設計面でも優れている。ユネスコはこの遺跡の価値は（１）ワットプーは景観に調

和するように設計されており、この建築方式の建造物としては 古、（２）当時の都市計画、空

間計画、建築技術、施工技術に大きな進歩をもたらした、（３）クメール文化の伝承にあると評

価しており、1974 年から遺跡の保存活動を支援している。なお、「ワットプー」は「山寺」と

いう意味からも、山の斜面という立地が欠かせない条件となっている。 

 遺跡の中でも も価値が高いのは寺院本殿と南北宮殿であるが、支柱が傾いていたり、崩壊

していたりしている。その理由は裏山（カオ山）からの雨水が寺院に直接流れ込み、地表の土

砂を流すことで、石積みの構造物の土台を不安定にしているものである。また、年１回開催さ

れるフェスティバルには１万人以上の観客が訪れるが、訪問者への対策も不十分である。この

ため、訪問者が自由に遺跡に上ったりして遺跡の崩壊の原因をつくり出していることに加えて、

転落や落下物によるけがの危険性も高い。 

 このため、1996 年にはユネスコは日本、イタリア、フランス、オーストラリア、英国の専門

家の協力を得てワットプー及び周辺遺跡の保存協力の第２フェーズを開始した。この内容は、

チャンパサク県の開発において遺跡を保存するためのゾーニング計画や運営管理計画の作成で、

1999 年に報告書にとりまとめられた。ゾーニング計画ではサイトを（１）文化遺産保護区域（390

平方キロ）、（２）環境保全区域（92 平方キロ）、（３）考古学研究区域（21 平方キロ）、（４）遺

跡運営区域（3 平方キロ）に分けて保存や環境保全と調和の取れた管理や開発を行うことを提

言している。さらに、水文、文化人類学、考古学、環境に関しても右協力の中で調査が行われ

た。ラオス政府は以上の内容をチャンパサク文化遺産サイト修復・運営管理計画（The Champasak 

Heritage and Cultural Landscape Management Plan）として 1998 年９月に承認し、ユネスコ世界遺

産への登録を目指している。 
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この背景を受けてラオス政府は遺跡の保全についての協力を我が国に要請してきた。しかし

ながら、機材については技術面や維持管理面での不安があり、土木的な対応を考えるためには

情報が少ない。このため、サイトの現状を把握し、保存・修復計画、体制、技術を確認した上

で、先方と意見調整を行い、協力内容をとりまとめる必要があることから、予備調査を行うこ

とにしたものである。 

 

１－２１－２１－２１－２    プロジェクトの概要プロジェクトの概要プロジェクトの概要プロジェクトの概要 

 

 本プロジェクトにて想定される成果や目標をまとめると以下のとおりとなる。 

（１）上位目標：ワットプー遺跡の保全、保護体制が改善される。 

（２）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標：ワットプー遺跡の保護対策や修復が実行される。 

（３）期待される成果：ワットプー寺院への雨水対策、盗難対策が実施され、修復機材が整備

される。 

（４）活動・投入計画 

ア．我が国への要請内容：ワットプー遺跡周辺の施設整備と建設機材、測量・記録用機

材、事務機器の調達 

イ．相手国側の事業計画：遺跡の修復、保存、遺跡サイトの整備、運営 

（５）対象地域（サイト）：チャンパサク県 

（６）直接・間接受益者：直接受益者－チャンパサク県住民（約３万人）と遺跡関係者と訪問

者、間接受益者－ラオス国民 

 

２２２２    予備調査の概要予備調査の概要予備調査の概要予備調査の概要 

 

２－１２－１２－１２－１    調査方針及び留意事項調査方針及び留意事項調査方針及び留意事項調査方針及び留意事項 

 

（１）我が国が想定している協力内容は（ア）排水対策、（イ）遺跡へのアクセス、アプローチ

の改善であるが、（ウ）遺跡保存や研究に必要な機材の供与の要請もある。サイト調査及

び先方との協議においては、それぞれのコンポーネントの可能性を念頭において、調査

概要に記した内容の調査を行う。 

（２）チャンパサク文化遺産サイト修復・運営管理計画（The Champasak Heritage and Cultural 

Landscape Management Plan）のラオス側や他のドナーの取り組み状況を確認する。 

（３）協議を通じて我が国が想定している協力の可能性を探ると共に、協力の妥当性、意義、

効果、留意点を把握する。 
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（４）想定範囲外の協力要請がある場合にはその背景、理由、妥当性、実施の可能性を検討す

る。 

（５）基本設計調査のスコープを検討すると共に、必要な要員についても検討する。 

 

２－２２－２２－２２－２    調査概要調査概要調査概要調査概要 

 

 上記の調査方針に基づいて設定した予備調査の項目は次のとおりである。 

（１）プロジェクトの背景、目的、内容を確認する。 

（２）排水対策に関しては以下の調査を行う。 

・サイトの水文データの有無の確認 

・雨水の遺跡への影響の把握 

・排水対策方法、規模の検討 

（３）遺跡へのアクセス改善については以下の調査を行う。 

・動線の確認 

・交通量（人、車、車種）の把握とデータの有無の確認 

・アクセス・アプローチ対策方法、規模の検討 

（４）遺跡保存や研究に必要な機材の検討に関しては以下の調査を行う。 

・既存活動の内容、実施体制、技術レベル、予算の確認 

・国際機関、他ドナー、大学の協力状況の把握 

・機材の利用計画、管理体制の確認 

・維持管理の可能性の検討 

（５）上記に含まれていないコンポーネントで先方から要請があった場合には上記の項目に準

じた背景調査を行う。 

（６）受入官庁、実施組織、NIMCC の役割等、遺産保存にかかるラオス側の実施体制と役割

分担を確認する。 

（７）想定している土木工事を行うことができるパクセ及びヴィエンチャンの現地業者の数を

確認する。 

（８）本格調査実施において想定される留意点を検討する。 

（９）無償資金協力としての妥当性や範囲、要員計画を検討する。 

（10）その他案件実施にあたって留意すべき点があれば把握する。 
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３３３３    調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要 

 

３－１３－１３－１３－１    受入機関受入機関受入機関受入機関 

 本件協力の受入機関は、ワットプー遺跡省庁間調整委員会（NIMCC）である。同委員会は、

情報文化省、財務省、観光局、チャンパサック県等より構成され、ワットプー遺跡の運営管理

計画に関する決定権を有する。議長は情報文化大臣である。定例会の他、情報文化省によって

個別の計画が立案される毎に、NIMCC が召集され、同計画に対する中央政府各機関及び地方

政府の意見が調整される。各機関の合意を得た後、NIMCC は右計画の実施につき了承を与え

る。右計画は、情報文化省博物館・考古学局を中心とした関係機関によって実施される。同局

職員の殆どが海外の大学及び研究機関に留学した経験を持っており、現在も ASEAN 、COCI

及び ICROM 等の留学制度を通じて年間１５名程度の研修員を送り出している。同局は、ルア

ンプラバンの運営管理に関してワットプーと同様の権限を有しており、1995 年同遺跡を世界遺

産に登録した実績がある。 

 

３－２３－２３－２３－２    ワットプーワットプーワットプーワットプー遺跡の現状・問題点遺跡の現状・問題点遺跡の現状・問題点遺跡の現状・問題点 

 主な建造物は、南北宮殿、ナンディン宮殿、本殿及び本殿に通じる石段等であるが、何れの

建造物も修復の必要がある。特に南北宮殿の参道に面した入口部は、いつ崩壊してもおかしく

ない状態であった。1998 年にユネスコによってマネージメント・プランが作成され、一部同プ

ランに沿って修復が試みられているが、雨水の影響を直接受けている北宮殿等は砂岩及びラテ

ライトの瓦解が著しく、緊急に何等かの対応が必要であろう。視察時にも 50 名程度の観光客が

居り、宮殿に上って記念写真を撮っていたが、観光客の安全確保のためにも早急な措置が必要

であると感じた。 

 視察時は乾期であったため、雨期の状況を視察することは困難であるが、直接雨水の影響を

受けていると思われる北側石段及び北宮殿は、明らかに瓦解の程度が南側の状況と比して進行

しており、雨水対策は遺産保護にとって緊急に実施すべき事業であると思われる。 

 ワットプー遺跡周辺から発掘された文化財がワットプー管理事務所（一部分がユネスコ関係

者や研究者等に貸与されている）に多数保管されているが、同事務所は保管設備や防犯設備が

無く、保管庫として不十分である。また、地域住民等に対して同文化財を展示する設備がない

ため、貴重な文化財の存在が知られていない状況にあり、右を改善することによって、地域住

民が文化遺産を自らの手で守ろうという意識を更に高める効果があると考える。 

 遺跡の周辺には、一部、有刺鉄線による柵が作られているが、十分ではなく人や動物が自由

に出入り出来る状況にある。動物による被害の痕跡や盗掘の可能性にも鑑み、遺跡の景観を損

なわない形で塀を設置できれば、遺跡保護にとって有効な措置であると考える。 
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３－３３－３３－３３－３    本件協力の対象とすべき遺跡本件協力の対象とすべき遺跡本件協力の対象とすべき遺跡本件協力の対象とすべき遺跡 

 緊急性、必要性及び実効性の観点からワットプー寺院に限定すべきであると考える。候補と

して考えていた古代都市及びメコン河を挟んで対岸に位置するトモ寺院については、未だ調査

途中の段階であり、調査結果を待たなければ具体的な事業を行うことは困難であると判断され

た。 

 

３－４３－４３－４３－４    検討すべき事実検討すべき事実検討すべき事実検討すべき事実 

（１） 排水対策 

 クメール時代からの排水システムに関し、イタリアのレイツィ財団が 10 年前から調査を行っ

ている。完全に古代の排水システムを復旧することは、時間及び予算の制約上困難であると考

えられるが、寺院後方の山に雨水防御壁等を設置し、雨水が直接遺跡に当たらないようにする

こと、及び遺跡の南北に流れる小川までの排水システムの一部なりとも再生することにより、

遺跡に対する雨水の影響はかなり軽減されると考えられる。排水システム周囲の調査データ、

雨期の水文データ及びアクセスの確認につき更に詳細を検討する必要がある。 

（２） 遺跡修復・保存のための機材供与 

 小規模ながらマネージメント・プランに沿った修復及び修復作業が行われており、右修復作

業は、例えばアンコールワット遺跡に対する文化遺産無償で供与したような小型クレーン等機

材を投入することにより促進されると考えられる。予算、人員及び工期を含む修復計画を先方

より提出せしめ、右のフィーズィビリティーを確認した上で、 適且つ使い勝手の良い機材を

選定する必要があるが、社会主義体制の国家ということもあり人材の転移が容易であること、

人件費が格段に安いこと、チャンパサック州政府に建機を使った工事の経験があること、また、

フランス極東学院のピエール・ピシャール専門家の助言による修復プランが存在し、情報文化

省としても必要な機材が調達できれば修復作業を始める用意があること等を考えると本件は検

討可能な事業であろう。 

（３） 保管庫の設置 

 現在、ワットプー管理事務所には 6、７世紀の石像や彫刻等貴重な文化財が置かれており、

右文化財を適切な場所及び方法で保管すべきであると考える。若干の展示コーナーも設けるこ

とにより、地域住民の啓蒙にも繋がり、また、観光開発の観点からも有効な事業であると考え

る。 

塀の整備 

 塀を整備することにより、動物の侵入を防ぐことが可能となり遺跡の保護に資すると判断さ

れる。また、塀の整備と同時に保護地域を拡張する計画があり、遺跡保存にとって相応しい広
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さを確保出来る。 

 

３－５３－５３－５３－５    その他の留意事項その他の留意事項その他の留意事項その他の留意事項 

（１） 各ドナー間の調整 

 今回意見交換を行った限りでは、現在もっとも活発に調査を行っているのは、イタリア・レ

リツィ財団であり、同財団とは適宜協議を行う必要がある。他方、同財団の活動内容は、調査・

研究が主体であり、調査結果を具体的な事業に繋げる用意は今のところないとのことであった。 

その他の国や機関も調査は行うものの修復事業等を具体的に行う計画は有していない由であっ

た。仮に他ドナーより協力が得られる場合にも、一義的にはラオス政府がドナー間の調整を行

うべきものであり、他のドナー及び機関との意見交換は今後とも行う必要性はあるものの、事

業実施の可否及び事業分野については、マネージメント・プランの範囲内で 終的にはラオス

政府が判断すべきであろう。 

（２） ソフトコンポーネントないし技術協力の可能性 

 今後の自立的な遺産の保全を促進するためにも人材育成は重要である。現在、情報文化省も、

人員の積極的な海外派遣に努めており、徐々にではあるが人材は育成されつつあるので、更に

同分野に対する支援を推進することで、援助効果も拡大すると思われる。本件協力のソフトコ

ンポーネントを活用すると共に、技術協力により専門家派遣若しくは研修員受入れの可能性を

検討すべきであろう。 
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第２部第２部第２部第２部 現状分析編現状分析編現状分析編現状分析編 

 

１１１１    ワットプー遺跡の現状ワットプー遺跡の現状ワットプー遺跡の現状ワットプー遺跡の現状 

 

１－１１－１１－１１－１    規模や歴史的価値規模や歴史的価値規模や歴史的価値規模や歴史的価値 

  １－１－１１－１－１１－１－１１－１－１    ワットプー遺跡の規模ワットプー遺跡の規模ワットプー遺跡の規模ワットプー遺跡の規模 

 ワットプー遺跡は、ラオス人民民主共和国の首都ヴィエンチャンから約 500km 南下したチャ

ンパサック県（人口約 54 万人：1998 年）のメコン河流域に存在するチャンパサック遺跡を代

表する遺跡である。チャンパサック遺跡は紀元後 7（5 世紀という説も存在する。）～12 世紀の

プレアンコール期からアンコール期にかけてのクメール様式の建造物などで構成され、ワット

プー寺院サイトを中心に、カオ山、古代道路を含むワットプー寺院南ホーンナムシダ地区、カ

オ山の東部周辺の独立した記念碑サイト、古代都市、チャンパサック平原のほかの遺跡サイト、

トモ寺院などが存在する。 

 チャンパサック遺跡を代表するワットプー遺跡はヒンズー教寺院を中心とした建造物群であ

り、メコン河西岸のカオ山（標高 1416m）麓の標高約 180m に位置し、面積は約 72ha である。

６つの高台の中に、本殿、南北宮殿、聖牛（ナンデイン）堂、６つの祠堂、階段状テラス、参

道、大小 5 つのバライ（貯水池）などによって構成されている。 

[参考資料 No.1～3／写真参考資料 No.1～2] 

 

１－１－２１－１－２１－１－２１－１－２    ワッワッワッワットプー遺跡の歴史的価値トプー遺跡の歴史的価値トプー遺跡の歴史的価値トプー遺跡の歴史的価値 

 ワットプー寺院を中心としたチャンパサック地域は、クメール民族（先住民とインド系移住

民の混血種族といわれる。言語はモン-クメール語系に属し、南インドの文字に由来するといわ

れるクメール文字で表記する。）の発祥の地とされ、紀元後 9～12 世紀に栄えたアンコール期に

も巡礼地として重要視されてきた。アンコール期が過ぎた後も、仏教寺院として変化し、現在

も信仰の対象とされ続けている。 

 また、遺跡を守るように、これらの遺跡の中には、緻密な計算の下に作製された排水施設が

整備されていたとみられる。水路や貯水池は、洪水時の水を再利用できるように設計され、灌

漑農耕は余剰農産物を生産し、僧侶や管理者などの非生産民を生み出し、社会的・経済的・環

境的にも大きな変化を与えた。 

 

１－１－３１－１－３１－１－３１－１－３    ワットプー遺跡の宗教的価値ワットプー遺跡の宗教的価値ワットプー遺跡の宗教的価値ワットプー遺跡の宗教的価値 

 ワットプー寺院は、紀元後 7 世紀（5 世紀という説も存在する。）に東南アジア地区では も

古くに建てられたヒンズー教寺院の１つである。また、自然をうまく利用した景観や建築物な
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どに彼らの信仰の証が記され、その後の時代にも強い影響を与えた。この地域に存在した山や

水を奉った原始宗教からヒンズー教へと移行したことを示す重要な証拠である。 

 

１－１－４１－１－４１－１－４１－１－４    ワットプー遺跡の美術的価値ワットプー遺跡の美術的価値ワットプー遺跡の美術的価値ワットプー遺跡の美術的価値 

 ワットプー寺院の建造物は、自然の景観を積極的に取り込んだクメールの山寺建築様式もさ

ることながら、建造物に付属された繊細な彫刻の表現能力はクメール人の芸術や創造性の高さ

を示している。 

 

１－２１－２１－２１－２    遺跡の保存計画の概要遺跡の保存計画の概要遺跡の保存計画の概要遺跡の保存計画の概要 

１－２－１１－２－１１－２－１１－２－１    ラオス政府ラオス政府ラオス政府ラオス政府 

 ラオス政府によるワットプー遺跡を含むチャンパサック保護地区の法的整備は、1974 年から

1985 年までの法制度準備調査からはじまった。この調査を基に、1987 年に世界遺産協定を批准

し、世界遺産となる文化遺産や自然遺産の保護保全が政府の義務であることを明確に理解し、

1988 年にサイト保護の地方条例（38/88）発布、1997 年 6 月に文化・歴史・自然遺産保護に関

する大統領令（No.3/PR）発布し、法的整備を行った。 

 また、実質的な遺跡保存計画は 1989 年にワットプー遺跡サイトへの現地職員設置からはじま

った。そのうえ、1995 年から日本のユネスコ信託基金を利用し、ワットプー遺跡を含むチャン

パサック保護地区内の運営管理計画を作製するための環境整備を行ない、それに添った形で

1998 年 9 月 28 日にチャンパサック遺跡運営管理計画が作製・承認され、現在実質的な遺跡保

存計画が進められている。 

 

１－２－２１－２－２１－２－２１－２－２    サイト保護の地方条例（サイト保護の地方条例（サイト保護の地方条例（サイト保護の地方条例（38/88）））） 

 1988 年 10 月 11 日チャンパサック県庁パクセにて発布されたこの条例の対象地域は、ワット

プー西地区からメコン河までの寺院及び古代都市や遺構などを含む地域に指定している。特に

ワットプー、ホーンナムシダ、ホーンタオタオの 3 地区は重点地域として、特に保護されてい

る。 

 主な条例は、無許可での調査の禁止（条例 2/1、2、4）、遺構の上での建築物建設の禁止（条

例 2/3）、カオ山での無許可による伐採禁止（条例 3）、建築物に関する厳格な条例（条例 5/5）、

遺構を壊さない灌漑計画要請の特別許可（条例 2/3）、盗難（条例 5/2）、収蔵物の著作権（条例

5/6）などによって構成されている。 

 [参考資料 No.4] 
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１－２－３１－２－３１－２－３１－２－３    文化・歴史・自然遺産保護に関する大統領令文化・歴史・自然遺産保護に関する大統領令文化・歴史・自然遺産保護に関する大統領令文化・歴史・自然遺産保護に関する大統領令 

 1997 年 6 月 20 日首都ヴィエンチャンにて発布されたこの政令は、ラオス国内の動産不動産

を含めた文化・歴史・自然遺産を対象とした保護、運営管理、利用（啓蒙活動や愛国心向上な

ど）などの方針について決められている。 

主要な政令は、測量（条例 11）、目録作製（条例 12）、考古学サイトや碑文などの修復作業の管

理（条例 13-14）、発掘調査の規則作製（条例 18-27）、この政令の施行の責任は、情報省文化省

や担当の地方の行政的権力が持っている。（条例 9）、政令を実施するにあたって、この地区の

情報や文化機関の一部としての地方博物館事務所を設置するなどによって構成されている。 

 [参考資料 No.5] 

 

１－２－４１－２－４１－２－４１－２－４    チャンパサック遺跡運営管理計画チャンパサック遺跡運営管理計画チャンパサック遺跡運営管理計画チャンパサック遺跡運営管理計画  

 1998 年 9 月 28 日ラオス人民共和国首相官房で承認されたチャンパサック遺跡運営管理計画

は、ラオス政府、ユネスコ、日本政府、イタリア政府の協力の下、ユネスコ世界遺産登録をめ

ざし、進められている。 

 計画の目的は文化的景観保護、埋蔵文化財保護、文化景観の保護、伝統的な建築物保護、自

然環境の保護、開発管理、伝統的土地利用登録などの遺跡保護と地元社会経済の活性化にある。

計画実行者の範囲はチャンパサック地域住民からラオス政策中枢の人々まで含まれている。計

画期間は 30 年間で、その長期期間を 5 年毎に割る短期と中期に分けられている。 

 

１－３１－３１－３１－３    遺跡周辺の自然条件遺跡周辺の自然条件遺跡周辺の自然条件遺跡周辺の自然条件 

１－３－１１－３－１１－３－１１－３－１    地質学的条件地質学的条件地質学的条件地質学的条件 

 チャンパサック地域は地質学的に 4 つの地区に分けられる。１つ目の地区は北西部に位置す

るカオ山は標高 1416m を中心とした、新生代中期に砂岩や泥岩により形成された地区。２つ目

の地区は南と南西地区、新生代中期の大きな気象変化や断層などによる準平原化された地区。

３つ目の地区はメコン河東岸地区、更新世の火山帯の活動による溶岩と火砕性岩とで構成され

たラテライト層（熱帯地方で岩石の風化でできた鉄・アルミ分の多い土壌）に覆われている地

区。４つ目の地区は、メコン河やその支流による運ばれた堆積度による沖積平原地区である。 

 

１－３－２１－３－２１－３－２１－３－２    周辺の土地利用周辺の土地利用周辺の土地利用周辺の土地利用 

  山岳部及び裾野の大部分は森林に覆われている。平坦地の大部分は水田と激しい浸食を守る

ための竹林に覆われている。メコン河東岸の大部分は、森林開拓地として利用されている。 
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2    遺跡の保存体制遺跡の保存体制遺跡の保存体制遺跡の保存体制 

２－１２－１２－１２－１    ラオス側実施機関の概要（組織、人員、予算）ラオス側実施機関の概要（組織、人員、予算）ラオス側実施機関の概要（組織、人員、予算）ラオス側実施機関の概要（組織、人員、予算） 

２－１－１２－１－１２－１－１２－１－１     ワットプー遺跡省庁間調整委員会（ワットプー遺跡省庁間調整委員会（ワットプー遺跡省庁間調整委員会（ワットプー遺跡省庁間調整委員会（NIMCC）））） 

 ワットプー遺跡省庁間調整員会（NIMCC：National Inter-Ministerial Coordinating Committee）

は、情報文化省、チャンパサック県、チャンパサック県情報文化局、チャンパサック市、サイ

ト運営管理事務所、科学･技術･環境国立機関、財務省、観光庁、通信･運輸･郵政･建設省、農林

省、教育省などから構成され人員は 15 名（1998 年 9 月 28 日）、ワットプー遺跡を含むチャン

パサック地域の遺跡に関する運営管理計画の方針を決定する機関である。その議長は、情報文

化大臣である。定例会の他、計画が立案される毎に招集され、中央政府各機関及び地方政府の

意見が調整される。主な活動は、チャンパサック保護区域の決定、チャンパサック保護区域の

構造的発展、チャンパサック保護区域のサイト管理事務所の監督、チャンパサック保護区域内

での計画認可、計画を進めていく上での予算認可などがある。 

 予算については、ワットプー遺跡省庁間調整委員会（NIMCC）独自の予算は存在しない。 

 [参考資料 No.6] 

 所在地：Ministry of Information and Culture, Vientiane, Lao PDR, Tel：+856-21-212-423 / 212-859 

Fax：+856-21-212-408 / 212-401 

 

２－１－２２－１－２２－１－２２－１－２     情報文化省博物館考古学局情報文化省博物館考古学局情報文化省博物館考古学局情報文化省博物館考古学局 

 情報文化省博物館考古学局は、情報文化省を構成する 8 つの局（博物館考古学局、美術局、

大衆文化局、マスメディア局、企画財務局、図書館局、監査局、動産局）の 1 つである。情報

文化省博物館考古学局は、ラオス国内の博物館業務、遺跡保護業務及び考古学的調査業務に関

する権限を唯一授与されている機関である。 

 情報文化省博物館考古学局は、局長 1 名、副局長 2 名、秘書 2 名、博物館運営管理課 4 名、

古美術品運営管理課 5 名、歴史的記念碑運営管理課 5 名、法律課 1 名、考古学課 2 名、国立博

物館 17 名の合計 37 名から構成される。同局長は、トンサ・サヤヴァンハムディ氏。 

 ワットプー遺跡に関する彼らの役割は、運営管理計画の立案、同計画に必要な予算の要求、

計画の実施における学術的な支援（専門家の派遣・発掘調査：独自に行うのではなく外国の調

査隊と共同で行う形態がほとんどである。）などを行っている。文化遺産無償が実施される場合、

文化遺産無償用プロジェクトチームの編制を計画しており、このプロジェクトチームが中心と

なって現場での文化遺産無償計画を遂行する予定である。プロジェクトチームは、情報文化省

博物館考古学局を中心に他の省庁、チャンパサック県情報文化局、ワットプーサイト運営管理

事務所などから約 15 名ほどで構成される予定である。 

 同局専門家は、海外の大学や研究機関等で研究した経験を持つ職員も多く、彼らの専門性は
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けして低くない。現在も、ASEAN（ASEAN workshop on standardization for archeological 

conservation and restoration procedures / 1999.June.15-25）や ICCROM（文化財保存修復研究国際

センター）などの研究会や研修に、積極的に研修員を送り出し、日々その専門性に磨きをかけ

ている。1995 年に世界遺産登録されたルアンプラバンの運営管理に関してもワットプーと同様

の権限を有している。チャンパサック保護区域内での主な活動は、チャンパサック保護区域の

遺跡保護、チャンパサック保護区域内での計画申請、チャンパサック保護区域内での予算申請、

NIMCC での決定案の遂行などがある。 

 情報文化省博物館考古学局のワットプー遺跡を含むチャンパサック遺跡に対する今年度

（2000 年 10 月～2001 年 9 月）の予算は、50,000,000kp（約 6,100 ドル）。人件費などは含まれ

ず、プロジェクト運営経費として委員会（NIMCC）召集や学術研究調査などに使用される予定

である。 

 [参考資料 No.7] 

 所在地：Ministry of Information and Culture Department of Museum and Archeology, Vientiane, Lao 

PDR, Tel：+856-21-212-423 Fax：+856-21-212-408 

ICCROM（文化財保存修復研究国際センター）：ローマに本部がある国際政府機関で、97 カ国

（2000 年 11 月）が加盟している。加盟国からの分担金を基に、文化財保存の専門家を育成し、

資料や情報を収集して提供するとともに、文化財の保存を広く啓発することを目的としている。 

 

２－１－３２－１－３２－１－３２－１－３     チャンパサック県情報文化局チャンパサック県情報文化局チャンパサック県情報文化局チャンパサック県情報文化局 

  チャンパサック県の情報文化を担当する。局長 1 名、副局長 2 名、ワットプーサイト運営管

理事務所・県立博物館・美術担当といった文化課 62 名、テレビ担当・ラジオ担当・雑誌担当と

いった情報課 79 名、人事課 2 名、事務 16 名の合計 162 名から構成される。同局長は、シパラ

ウス・サンサヴァス氏である。 

 ワットプー遺跡を含むチャンパサック保護地区内での主な活動は、保護地区内での小規模な

開発認可、地域住民を対象とした啓蒙活動案や教育計画の認可、ワットプーサイト運営管理事

務所支援（人件費＋日常業務運営経費調達）などがある。 

 今年度（2000 年 10 月～2001 年 9 月）の予算は、総額 1,346,280,000kp（約 164,180 ドル）。ワ

ットプー遺跡を含むチャンパサック保護地区内に対する予算は、ワットプーサイト運営管理事

務所への人件費 20,270,400kp（約 2,472 ドル）と日常業務運営経費 18,000,000kp（約 2,195 ドル）

である。 

 [参考資料 No.8] 

 所在地：Department of Information and Culture Champasak Province, Champasak Province, Lao 

PDR, Tel：+856-31-212-530 Fax：+856-31-212-069 



 -  - 12

２－１－４２－１－４２－１－４２－１－４     ワットプーサイト運営管理事務所ワットプーサイト運営管理事務所ワットプーサイト運営管理事務所ワットプーサイト運営管理事務所 

 ワットプー遺跡を含むチャンパサック保護地区内での日常業務を担当するとともに、チャン

パサック市の文化面でも大きな役割を行っている。事務所長 1 名、所長代理 2 名、技術担当 2

名、事務担当 4 名、警備担当 6 名の合計 15 名から構成される。同事務所長は、チャンパサック

市副市長兼任のシサヴァイ・アクハヴォン氏である。 

 主な活動はワットプー遺跡を含むチャンパサック保護地区内の警備、植生の清掃、祭りの前

後を中心としたワットプー及びホーンナムシダの清掃、チケット販売、フェンスや管理下施設

の修理、標識の設置、遺物の保護、海外からの学術調査補助（作業員などの人材の確保）とい

った日常業務を行う。 

 予算は、チャンパサック県から出る人件費 20,270,400kp（約 2,472 ドル）と日常業務運営経費

18,000,000kp（約 2,195 ドル）である。2000 年度チケット収入は、外国人 8,634 人×5,000kp と

ラオス国民 14,251 人×500kp の合計 50,295,500kp（約 6,134 ドル）とあるものの、チャンパサッ

ク県のほかの事業に使用されている。 

 この他に、1999 年海外在住のラオス人からの寄付金（約 10,000 ドル）といった臨時的収入が

行なわれた。これらの寄付金は、道路整備、水タンクの設置、上段テラスの電源確保といった

インフラ整備すべて使用された。 

 [参考資料 No.9] 

 所在地：Champasak Province, Lao PDR, Tel/Fax：+856-31-213-277 

 

２－２２－２２－２２－２    遺跡保存計画の進捗状況遺跡保存計画の進捗状況遺跡保存計画の進捗状況遺跡保存計画の進捗状況 

２－２－１２－２－１２－２－１２－２－１    チャンパサック遺跡運営管理計画チャンパサック遺跡運営管理計画チャンパサック遺跡運営管理計画チャンパサック遺跡運営管理計画 

 学術的な面での遺跡運営管理計画。主に、1998 年 9 月 28 日ラオス人民共和国首相官房で承

認されたチャンパサック遺跡運営管理計画に沿って、NIMCC や情報文化省博物館考古学局を

中心として、遂行されている。 

 始めの 5 カ年計画（1999～2004）の課題には、保護地区での常備勤務、公開された遺跡サイ

トの直接運営、計画を進めていく上での内部（ラオス国内）外部（国際的機関など）を含めた

調整、啓蒙などを中心に行われている。 

 現在、遺跡サイトの運営管理や保護していく上で４つのゾーン、すなわちゾーン１：文化遺

産保護区域（39,000 ha）、ゾーン２：環境保護区域（9,200 ha）、ゾーン３：考古学研究区域（2100 

ha）、ゾーン４：遺跡運営区域（285 ha）に分けられている。 

 このゾーンニングを基に、ゾーン 3 の考古学研究区域でのサイト現況やサイト来訪者の記録、

遺跡への興味心増大や警戒を含めての看板設置が徐々に行なわれている。 

 ゾーン 4 の遺跡運営区域でのワットプー遺跡のテラス・南北宮殿・本殿の箇所の安定化処理、
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建造物の平面図・立面図の作製の作成、考古学調査に基づいた排水路の修復や植生の伐採、ワ

ットプー寺院宮殿内の細長い部屋の建造物の支柱取り付け、宮殿入口部のペディメント（ドア

や窓の上に付けた三角形の部分）の修復、ワットプーの基本聖域である 6 番目のテラスの安定

化などが計画されているが、具体的な実施計画は立てられていない。 

 [参考資料 No.10] 

 

２－２－２２－２－２２－２－２２－２－２    ワットプーサイト運営管理事務所の活動ワットプーサイト運営管理事務所の活動ワットプーサイト運営管理事務所の活動ワットプーサイト運営管理事務所の活動 

 ワットプーサイト運営管理事務所の活動は、事務的活動が中心である。 

 一年中毎日行なわれているチャンパサック保護地区内の警備、チケット販売や乾季・7 月・8

月を抜いた 7 ヶ月間の清掃がワットプーサイト運営管理事務所の主な活動である。これらのほ

かには、フェンスや管理下施設の修理 2 ヶ月、標識の設置 1 ヶ月、遺物の保護 1 ヶ月、海外か

らの学術調査補助 2 ヶ月などといった臨時作業が含まれる。 

しかし、現在人員が少なく、ワットプー遺跡やホーンナムシダの 1 部の運営管理しか行なわれ

ていない。 

 [参考資料 No.11] 

 

２－３２－３２－３２－３    ユネスコや日本を含む諸外国の支援の現状ユネスコや日本を含む諸外国の支援の現状ユネスコや日本を含む諸外国の支援の現状ユネスコや日本を含む諸外国の支援の現状 

２－３－１２－３－１２－３－１２－３－１    ユネスコユネスコユネスコユネスコ 

 1987 年から 1990 年にかけて、ユネスコと UNDP の“ワットプー保護”計画が行われた。そ

の結果、1988 年にサイト保護の地方条例への変化や 1989 年にワットプーのための職員設置へ

と影響を与えた。1989～91 年 UNDP と共同でサイト保護や修復計画に 221,000 ドル相当の協力

を行ったが成果がそれほど現れなかった。 

 その後、1996～1998 年に 666,000 ドルかけてユネスコの日本信託基金を利用し、ユネスコと

ラオス政府がチャンパサック地域の管理運営面での新しい試みを行った。新しい試みは、4 つ

の基礎から構成されている。①観光資源のデータベース、②地元職員の技能向上、③経済発展

を目標とした遺跡の管理運営、④信仰心が引き続き保てるようなできるだけ干渉しない修復方

法、の 4 つである。また、ラオス政府はこれらの計画が成功するように、自国民と手段を積極

的に便宜することとされている。 

 これらを基に、サイトの管理運営を行うラオス人職員の国際機関を利用した能力向上計画、

既に知られている考古学的サイトの GIS（地図情報）のデータベース作成、1997 年から 1998

年早稲田大学（西村正雄氏）とラオス文化芸術省博物館考古学局（Oudomsy Keosaksith 氏）に

よるチャンパサック地域の集水地測量調査、1999 年 Francis Engelmann 氏と Jerome Munzinger

氏による植生調査などが行なわれてきた。このサイト運営管理方針は、現在もラオス側の大き
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な指針として大きな役割を補っている。 

また、1999 年にはユネスコの世界遺産基金を利用し、世界遺産登録に向けて事前準備を行って

いる。 

 [参考資料 No.12] 

 

２－３－２２－３－２２－３－２２－３－２    フランスフランスフランスフランス 

 1991～1999（1998 年を除く）年に 458,000 ドルかけて、フランス国立極東学院とギメ博物館

（Marielle Santonini 氏）とラオス情報文化省博物館考古学局（Viengkeo Souksavat 氏）による古

代都市の現地調査と発掘調査を行ってきた。フランスは、チャンパサック遺跡に も古くから

関係しているが、現在活動を休止している。 

 フランス国立極東学院（EFEO） 1898 年サイゴンで発足したインドシナ考古学協会を母体

とし、1901 年フランス国立極東学院として再組織、翌年本部をハノイに移した。また、同学院

は考古学的調査、写本類の収集、歴史的遺跡の保存などインドシナ地域の文化的研究を行って

いる。1901 年以来同院紀要（BEFEO）や論文、資料集、翻訳物の刊行など、今世紀のインドシ

ナ地域における文化研究の 先端を切り開いた。 

 

２－３－３２－３－３２－３－３２－３－３    イタリアイタリアイタリアイタリア 

  1991～2000（1996～1998 年を除く）年に 231,000 ドルかけて、ワットプーやナンシンシダ及

び古代都市の地区への現地調査（大気調査や地質学や地球物理学の調査を含む）、1997 年レリ

ツィ財団（Carlo Rosa 氏）によるチャンパサック平原の地形学的調査、1997 年レリツィ財団

（Mauro Cucarzi 氏と Paola Conti 氏）とラオス情報文化省博物館考古学局（Samlane Luangaphay

氏と Phonephan Sichanthongthip 氏）による古代都市の地質学的調査、1999 年レリツィ財団

（Patrizia Zolese 氏）とラオス情報文化省博物館考古学局（Thonglith Luangkhoth 氏）による古代

都市やホーンナムシダ及びタオタオの考古学的地形測量調査、1997～2000 年レリツィ財団

（LauraGiuliano 氏）とイギリスのアルバート博物館（John Guy 氏）とラオス情報文化省博物館

考古学局（Samlane Luangaphay 氏）によるチャンパサックサイトの運営管理訓練所で収蔵物登

録などをレリツィ財団が中心となって、積極的に活動を行っている。 

 

２－４２－４２－４２－４    保有機材の現状と管理体制保有機材の現状と管理体制保有機材の現状と管理体制保有機材の現状と管理体制 

２－４－１２－４－１２－４－１２－４－１    保有機材の現状保有機材の現状保有機材の現状保有機材の現状 

 ワットプー遺跡を含むチャンパサック遺跡のための機材は、1996 年にユネスコがサイト運営

管理用に供与した機材のみである。 

 主な機材は、ピックアップ車両 4WD（発見遺物や調査機材の運搬用）1 台、サイト警備用 110cc
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バイク 2 台、GPS（精度は±100m）1 台、電子セオドライト 2 台、平板 1 セット、プロジェク

ター1 台、テレビ 1 台、ビデオ 1 台、カセット録音機 1 台、カメラ 1 セット、デスクトップ型

コンピューター3 台（内 1 台故障）、ラップトップ 1 台、プロッター1 台、Zip ドライバー1 台、

スキャナー1 台、インクジェット式プリンター1 台、CD ライター1 台、コピー機 1 台などであ

る。 

 ほとんどの機材は、調査用機材が中心に購入され、修復作業を行うにあたって足りない部分

が出てくると想定される。 

 [参考資料 No.13／写真参考資料 No.4] 

 

２－４－２２－４－２２－４－２２－４－２    保有機材の管理体制保有機材の管理体制保有機材の管理体制保有機材の管理体制 

 常備 4から 5人が住んでいる 1996年ユネスコの日本信託基金を利用して建設されたラオユネ

スコハウスの中の鍵が閉まる部屋に保管されている。鍵は、管理者と機材の責任者が責任を持

って管理している。しかし、車両や現有機材の使用状況を示す台帳は存在しない。 

 

３３３３    協力の前提条件協力の前提条件協力の前提条件協力の前提条件 

 

３－１３－１３－１３－１    遺跡に対する不利な条件の抽出遺跡に対する不利な条件の抽出遺跡に対する不利な条件の抽出遺跡に対する不利な条件の抽出 

３－１－１３－１－１３－１－１３－１－１    雨水や河川による被害雨水や河川による被害雨水や河川による被害雨水や河川による被害 

  ・旧排水システム 

 これまでの調査によれば、裏山から流下する雨水は、寺院敷地に入らないように寺院背後の

境界擁壁の外側に掘った排水路で南に流れ Hong Ikam 川に排水され、また寺院敷地内に降った

雨は、数条の排水路により中央階段から南側は Hong Ikam 川へ、北側は Houay Kok 川へ排水さ

れていたと考えられている。 

 ・現況 

 現在は、寺院背後の排水路が土砂で埋塞し境界擁壁も部分的に倒壊しているため、裏山から

流下する雨水は直接寺院敷地に流入し、敷地に降った雨と相俟って敷地内を地表流となって東

方へ流下する。また土壌がルースであるため（特に盛土部分）、雨水のかなりの部分が地下に浸

透し地下水となって東、北、南方向へ流れる。 

 ・雨水による被害 

 地表流は、勾配のある斜面をかなりの流速で流下するので、構造物を直接破壊し（特に北側

テラス）、或いは構造物の基礎を洗掘し沈下、傾斜の原因となっている（神殿、北宮殿等）。地

下水は細粒土砂を流すので、構造物の基礎を弱くし、これも沈下、傾斜の原因となっている。

またテラス等盛土部分が地下水位の上昇によりクリーピング現象（緩慢な沈下、すべり）を起
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こし崩壊している可能性も指摘されている。いずれにしても、遺跡の損壊の主たる原因は雨水

にあり、雨水排水は遺跡の修復、保存に不可欠である。 

  [写真参考資料 No.3] 

 

３－１－２３－１－２３－１－２３－１－２    植生による被害植生による被害植生による被害植生による被害 

 樹木等の植生の早さに追いつかず、樹木の根や幹による建築物への侵蝕についても多大な損

害を受けている。低い建築物などは、樹木の植生や風による土の蓄積により埋もれていく。こ

れらの伐採及び清掃を、日常業務の一環として取り組むことが必要である。 

ワットプー遺跡の植生による被害の も大きいカ所は、参道の階段部への侵蝕と本殿裏にある

崖の植物による侵蝕の 2 カ所が挙げられる。 

 1 カ所目の植生による被害の も激しい場所は、100 年前に植えられたといわれているチャン

パの木による参道の階段部への侵蝕である。参道部の侵蝕しているチャンパの木は、あるカ所

では地盤を固めている、景観に溶け込んでいる、ワットプーフェスティバルの目玉にもなって

いるなどの様々な理由から、慎重な対応が望まれる。 

 2 カ所目の植生による被害の も激しい場所は、寺院本殿裏にある崖の植物による侵蝕であ

る。植物の根が崖に侵蝕し、崖の岩が剥離したり、崩落したりしているとても危険な状態で、

早急な対応が望まれている。 

 

３－１－３３－１－３３－１－３３－１－３    人的被害人的被害人的被害人的被害 

 チャンパサック地域が南部ラオス地域・タイ・カンボジア・ベトナムに接しているなどの地

理的重要地点であることから、交通網の整備や観光による経済成長が見込まれ、チャンパサッ

ク地域のインフラ整備がはじまり、これによる観光客や交通量の増加が想定されている。1991

年の観光客数は 3046 名、2000 年の観光客数は 22885 名と、ここ 10 年近くでも観光客の数は 10

倍の増加中である。これに加え、世界遺産へと認められた場合、近年の急激な観光客の増加に

拍車をかけるものと思われる。 

 観光客が増えることは決して悪いことではないのだが、ワットプー遺跡やその他の遺跡で、

現在それを受け入れるだけの施設や体制が整っておらず、観光客によるゴミ投機問題、危険建

造物への進入、様々な箇所で弊害が出てきている。 

 また、盗難や故意による遺跡破壊などの被害は現在の所はほとんど発生していないが、その

危険性が全く無いというわけではなく、現在までの所は奇跡的に起きていないというだけであ

る。これから、広く世間の目に触れるようなことになれば、上記のような危険性が増加するも

のと思われる。 

 [参考資料 No.14] 
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３－２３－２３－２３－２    ラオス側の実施体制ラオス側の実施体制ラオス側の実施体制ラオス側の実施体制 

３－２－１３－２－１３－２－１３－２－１    研究者研究者研究者研究者 

 ラオスの研究者の能力は、情報文化省博物館考古学局長のトンサ氏（オーストラリア）を含

めたビエンケオ氏（ブルガリア）、ブーンラップ氏（インド）などの研究者は外国で学位や修士

や博士を取得している。また、これ以外の研究者に関しても積極的に東南アジア・日本・イタ

リア・アメリカなどでの研究会や研修に参加したり、海外の研究機関が行うワットプーでの発

掘調査などへの参加を行ったり、日々その専門性に磨きをかけている。 

 [参考資料 No.15] 

 

３－２－２３－２－２３－２－２３－２－２    サイト運営管理事務職員サイト運営管理事務職員サイト運営管理事務職員サイト運営管理事務職員 

  サイト運営管理事務所のほとんどの職員は、チャンパサック市在住である。地域住民の密な

関係に支援されながら、仕事を遂行している。事務所長 1 名、所長代理 2 名、技術担当 2 名、

事務担当 4 名、警備担当 6 名の合計 15 名から構成される。技術担当 2 名は、情報文化省博物館

考古学局からの出向であり、そのうちの 1 名は日本で埋蔵文化財に関する研修コースを 5 ヶ月

受けている人物で、文化財の扱い方には熟知した人材である。 

 

３－３３－３３－３３－３    他国や国際機関との連携の可能性他国や国際機関との連携の可能性他国や国際機関との連携の可能性他国や国際機関との連携の可能性 

３－３－１３－３－１３－３－１３－３－１    ユネスコユネスコユネスコユネスコ 

  ワットプー遺跡を含むチャンパサック保護区域の遺跡は、ユネスコ世界遺産へ登録を目指し

ているために、ユネスコの意見は必要不可欠である。 

 ユネスコアジア太平洋地域事務所の側としても、ラオス政府と共同で作製した運営管理計画

を具体的に実行しようとしている本件への関心や期待も大きい。ユネスコアジア太平洋地域事

務所のユネスコアジア太平洋地域文化アドバイザーのリチャード・エンゲルハート氏から、入

手した情報の提供や助言・支援を約束していただいた。 

 

３－３－２３－３－２３－３－２３－３－２    フランスフランスフランスフランス 

 フランスの調査は現在休止状態ではあるが、膨大な研究資料、経験豊富な人材などを保有し

ている。これらの知識面での協力に関して協力していくことは可能であるとのことをフランス

大使館文化担当のミシェル・トレウテナエレ氏は語っていた。 

 

３－３－３３－３－３３－３－３３－３－３    イタリアイタリアイタリアイタリア 

 イタリアは、レリツィ財団を中心に 1991 年から積極的にワットプー遺跡を含むチャンパサッ
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ク保護地区内の遺跡に関係を深めている。排水問題についても取り組んでいるが、現在の段階

では研究調査のみに留まっている段階で、調査結果を復元する段階には到っていない。 

そうした中で、日本側が短期間で終わる遺跡周辺部での排水システムのリハビリを行ない、詳

細な排水システムの復元に関してはイタリア側が行うとの住み分けを行うことは可能である。 

 

３－４３－４３－４３－４    協力に必要な情報の有無協力に必要な情報の有無協力に必要な情報の有無協力に必要な情報の有無 

３－４－１３－４－１３－４－１３－４－１    世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産 

 ワットプーを含むチャンパサック遺跡の世界遺産登録は、2001 年 12 月に登録される可能性

が高い。しかし、「登録されるための一番の課題は、盗難対策である。」とユネスコアジア太平

洋地域事務所のリチャード・エンゲルハート氏は語っていた。世界遺産に指定されるがために

起こるであろう盗難問題への対応が望まれている。 

 

３－４－２３－４－２３－４－２３－４－２    アクセス状況アクセス状況アクセス状況アクセス状況 

 チャンパサック県庁のパクセからワットプー遺跡への距離は 56km ある。途中車 6 台を搭載

できるフェリーによるメコン河横断と許容範囲 15t の橋 2 本が存在する。遺跡サイトまでの道

路は、10m 幅の舗装された道路 8 割、6m 幅の軽く舗装された道路 1 割、7m 幅の舗装されてい

ない道路 1 割で構成されている。 

 また、ワットプー遺跡への 短ガソリンスタンドは約 2km 弱。この他に、チャンパサック市

内 2 箇所でバイク用のガソリン販売が行なわれていた。 

 [写真参考資料 No.4] 

 

３－４－３３－４－３３－４－３３－４－３    業者状況業者状況業者状況業者状況 

 現地での邦人業者は、建設業者 8 社、商社 9 社存在する。 

 現地業者は、ワットプー遺跡を含むチャンパサック遺跡周辺のパクセやチャンパサック市に

何社か存在する。灌漑施設建設や道路舗装などの作業を主に行っているチャンパサック市農業

機械事業団はチャンパサック市内に存在し、チャンパサック市の管轄下ではあるが、独立清算

的要素が強い。売上を機材の維持費や購入費に回し、円滑に作業を遂行している。また、チャ

ンパサック県の県庁であるパクセを中心に、水タンク設置、小学校を建設、道路整備する会社

が何社か存在し、チャンパサック県情報文化局から、実績のある業者数社を推薦していただい

た。 

 [参考資料 No.16] 
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４４４４    協力の可能性及び留意点協力の可能性及び留意点協力の可能性及び留意点協力の可能性及び留意点 

 

４－１４－１４－１４－１    協力の可能性協力の可能性協力の可能性協力の可能性 

４－１－１４－１－１４－１－１４－１－１     排水対策排水対策排水対策排水対策 

  ・雨水排水に関するユネスコの提案 

 ユネスコ調査（Water Management:Restoration of Vat Phou Monument Site, ANNEX IV:VP/PS/10)

は次のように提案している。 

 

場所 方法 
神殿裏 ・寺院裏の山から流下する雨水は、寺院背後の境界擁壁の外側にある排水路を復旧

し Hong Ikam 川に排水する。 
・排水路は境界擁壁と一体として復旧する。 

神 殿 広

場 
・広場を、中央付近を高くし南及び北方向に傾斜がつくよう整形し固める。 
・広場の東端（下流端）をカルバート状にし南及び北方向に排水する。 

テ ラ ス

～ 南 北

宮殿 

・テラスでは、遺跡両側（南、北）の低地に繋がる depressions を復旧または新設す

る。 
・石積み擁壁天端の石の間隙から水が流下しないよう石を置き替え間隙をなくする。

・北宮殿の北西隅付近については、水路を宮殿基礎から離して補修する。 
・北宮殿中庭から川へスムーズに排水されるよう、掘削等により水路の勾配を修正

する。 
中 央 通

路 
次の 2 つの選択肢がある。 
・南側側壁の壊れている個所の上流側に通路に直角に砂岩を置くのみとし、なるべ

く現状を変更しない。 
・通路全体に anastylosis を行う。 

 

上記の排水系統の内、寺院広場、テラス～南北宮殿、及び中央通路については基本的にユネス

コの提案でよいと考えるが、寺院裏の排水については次のように提案したい。 

 

 ・寺院裏山地からの雨水排水に関する提案 

 遺跡関連排水システムの中で、寺院裏山地から流下する雨水の排水が、水量、影響範囲（敷

地全域に及ぶ）等から も重要である。排水方法としては、下記のように（１）旧排水路の復

旧、（２）山麓（寺院背後広場の西端）での水路の新設、及び（３）裏山中腹での流域外排水、

の３つの方法が考えられる。なお、これまでの調査によれば、流域面積は約 0.02km2、流出量

は 1.0m3/秒(10 年確率)～3.0m3/秒（100 年確率）程度である。 

 

 （１）擁壁に沿った旧排水路の復旧はユネスコが提案しているが、問題は、境界擁壁と一体

として行う必要があるので、費用が嵩みデリケートな作業になり、長期間を要する可能性があ



 -  - 20

ることである（ユネスコの報告書でも「costly and delicate operation owing to the presence of large 

numbers of archaeological artefacts」と書かれている）。この水路は、現在は埋もれて現地で確認

できないが、「ANNEX IV:VP/PS/10 Water Management: Restoration of Vat Phou Monument Site, 

Lao PDR May 2000」によれば、形状は恐らく台形で、北から南方向に約 2％の片勾配で傾斜し

流末は Hong Ikam の低地であったであろうと推定されている。仮に文化遺産無償で実施する場

合、期間の制約から事前に考古学的諸調査を完了しておかなければならないが、それが可能か

どうか検討する必要がある（ラオス側は、寺院背後には重要な遺跡物はないので考古学的調査

は簡単に実施可能であると考えている）。 

 （２）山麓での水路の新設は、寺院背後広場の一番奥（西端）で山・崖の下端に水路を掘り、

南側に導水し旧水路と同じ位置に末端処理をするものである。考古学的調査の必要は殆どない

が、大きな落石や露岩のある可能性があり、また急な山腹を流下する雨水を止めることになる

ので、設計に工夫を要する。排水先と考えられる「Hong Ikam の低地」は南側擁壁の直ぐ近く

にありますが、鬱蒼と樹林が繁っているので予備調査団は詳細を確認することができなかった。

想定される水路の延長は西側境界擁壁の長さ（60m～70m？）に流末処理に必要な長さを加え

せいぜい 100m 程度ではないかと考えられる。 

 （３）裏山中腹での流域外排水は、裏山の中腹に等高線に沿って排水路を設け、渓流及び山

腹を流下する雨水の一部を遮断し北側及び南側に導き流域外へ排水する。この方法は、遺跡・

景観に影響を及ぼさず、また山腹の侵食防止の面でのメリットもある（ガリーの拡大を防止し

土砂流出、落石を軽減し、遺跡の保存に役立つ）。しかし、水路より下流の残流域からの雨水を

処理するため神殿背後での排水も不可欠である。この案は現地踏査の際提案されたもので、こ

れまでのユネスコ等の調査では検討されていない。構造物としては、ガリー（小渓流）に設け

る小規模な遮水壁と水路からなり、まず地形測量を行って、流域境界の確認、ガリーの調査、

構造物の位置・規模、効果を検討する必要がある。また、アクセスが良くないのでメインテナ

ンスの可能性についても慎重な検討が必要である。水路の施工範囲としては、寺院に水が落ち

る範囲に限定すればよく、水路を河川まで接続する必要はないと思われる。正確な延長につい

ては、現地測量が必要であるが、「ANNEX IV:VP/PS/10 Water Management:Restoration of Vat Phou 

Monument Site, Lao PDR May 2000」で集水面積が 0.02km とあるので、集水面積の幅（50m～

100m？）に流末処理に必要な延長を加えせいぜい 150m 程度ではないかと考えられる。必要な

本数については、雨量から流量を計算し排水量を決めなければならないものの、山腹水路は維

持管理が容易でないこともあり（先方は問題ないと言っているものの）、また、所詮山麓水路を

メインにしなければならないので、山腹水路を建設するにしても 1 本で十分と思われる。 

 上記（１）、（２）、（３）のそれぞれについて必要な調査を行い技術的検討を行った後、単独

またはそれらの組み合わせで合理的な排水方法を決定する。方法としては（１）単独、（２）単
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独、（１）＋（３）、（２）＋（３）の 4 つの組み合わせが考えられる。 

 [参考資料 No.19] 

 

 ４－１－２４－１－２４－１－２４－１－２    遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与 

 ワットプー遺跡の中でも、その 1 つ目のテラスに存在する南北宮殿（科学的調査が行なわれ

ていない時期に“宮殿”と呼ばれ、現在までその名で定着している。 近の調査では、“僧坊”

として使用された説が有力である。）は、ワットプー遺跡の顔ともいえる存在である。 

 この南北宮殿は紀元後 11 世紀初期に砂岩・ラテライト・レンガによって建てられ、側面には

44m の遊歩道が存在する。それぞれの四角い建造物の中には、4 つの細長い部屋と中庭が存在

し、全長は 62m から 42m である。この四角い建物はすべて対称的に作られており、中庭から

各細長い部屋に入る入口は綺麗な飾りがされている。 

 しかし、長年の自然の脅威に晒された南北宮殿は、ラテライトやレンガ部分の風雨による浸

食やまぐさに使用された木材部分の腐食による北宮殿入口部、北宮殿北面、北宮殿西面一部、

南宮殿入口部、南宮殿東面一部、南宮殿西面一部が崩壊し始めている。特に南北宮殿入口部の

崩壊は、繊細で緻密なクメール美術が表現された彫刻の危険な状態もさることながら、南北宮

殿を見学に来る観光客の安全が確保できず、早急な対応を必要としている。 

 ラオス政府側としても、南北宮殿の修復は必要不可欠かつ緊急性が高く、ユネスコなどの国

際機関の支援を得て、東南アジアの遺跡建造物の第一人者であるピエールピシャール氏による

南北宮殿の診断を行った。診断の結果、北宮殿の基礎がしっかりしており修復もさほど困難で

はないことや北宮殿南西角の緊急的処置が行なわれた。しかし、小型クレーンなどの機材不足

などの原因により、現在は具体的修復プランが実行できない状態にある。 

 このような状況の中、カンボジアのアンコール遺跡に対する文化無償で供与したような小型

クレーンなどの機材を投与することは、効果的であると思料される。また、今回の新しい機材

供与が決まれば、ワットプー遺跡保護区域内に新しい機材の倉庫建設予定地（50m×30m）を

提供する準備は整っている。 

 [写真参考資料 No.8] 

 

４－１－３４－１－３４－１－３４－１－３     収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置 

 近年観光客の大幅な増加やワットプー祭りの開催などにより、観光客を相手とした土産物の

生産販売・飲食物の提供・ワットプー遺跡に通じる道路整備（ワットプー祭りが開催される直

前の年一回）といったワットプー遺跡への関わり合いが日々増加している。こうした状況の中、

周辺住民のワットプー遺跡への関心は日々大きなものとなり、村の青年団による自主的なワッ

トプー遺跡の警備活動の補助や周辺の小学校や中学校の授業題材への採用など様々な活動とし
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て現れている。 

 これにも関わらず、1996 年ユネスコの日本信託基金を利用して建設されたラオ・ユネスコハ

ウス 1 階の収蔵庫には、綺麗に展示するスペースも無く、地域住民や観光客に公開されること

無く、無造作に 300 点あまりのワットプーを中心としたチャンパサック遺跡の出土収蔵物が放

置され、人々のワットプー遺跡への関心事に十分応えられずにいる。 

現在、チャンパサック市内の中央にあるワットプーサイト運営管理事務所（38m×29m）が老

朽化しているので、そこに新しく地域住民の啓発活動に繋がるような展示スペースを含めた収

蔵庫の建築をラオス政府側は提案している。 

 [参考資料 No.17／写真参考資料 No.8] 

 

４－１－４４－１－４４－１－４４－１－４     塀の整備塀の整備塀の整備塀の整備 

 ラオス政府側の塀に関しての優先度は 4 番目ではあるが、遺跡保護警備を主な活動としてい

るワットプーサイト運営管理事務所として も必要としているものである。 

 現在、ワットプー遺跡の面積 72ha の内、42ha についてはフェンスにて覆ってはいるが、

も低い場所の東から西の方向に存在する紀元後 10 から 11 世紀頃に建てられたと思われる大き

な貯水池（200m×600m）などの周辺域にはフェンスで覆われておらず、一部では畑の耕作に

よる埋蔵文化財の破壊や放牧された家畜による立っている記念碑を倒すなどの被害が出ている。

そのほかにも世界遺産認定後の盗難の危険性を減らすためにも塀の整備拡張は必要である。 

 ラオス政府側としては、現在のバラセンとコンクリートで敷設された高さ 1.5m のフェンス

より、景観を考慮に入れたラテライトで作製した塀を提案している。材料となるラテライトの

採掘場は、チャンパサック市から 20km 南下した場所に存在する。 

 [参考資料 No.18／写真参考資料 No.8] 

 

４－２４－２４－２４－２    協力の意義や効果についての考察協力の意義や効果についての考察協力の意義や効果についての考察協力の意義や効果についての考察 

４－２－１４－２－１４－２－１４－２－１     排水対策排水対策排水対策排水対策 

ワットプー遺跡の建設された経緯を考えると、擁壁に沿った旧排水路の復旧が も現状復旧

に近いことであることについては論を待たない。しかし、これは文化遺産である境界擁壁と一

体として行う必要があるために、遺跡に直接手を加えるものである。また、現在は埋もれてし

まっているために、まず発掘から始める必要があろう。このような考古学的諸調査を含む工事

は慎重に行う必要があり、我が国が想定している文化遺産無償としての協力には馴染みにくい。 

また、長年にわたる気象の変化やカオ山の土地利用や植生の変化により、クメール文化時代

と現在のワットプー付近の流出量が同じであるともいえない。このことは、仮に現状復帰して

も、遺跡保護の観点からは何らかの追加的処置も必要と思われる。このような理由から、我が
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国が想定しているような遺跡に直接さわらないように排水処理を施すことは意味があることで

あるし、カオ山の斜面の安定にもつながり、効果的かつ現実的な対応と言えるであろう。 

 

４－２－２４－２－２４－２－２４－２－２     遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与 

 ワットプー遺跡の中でも、南北宮殿はワットプー遺跡の顔ともいえる存在である。貯水池の

参道から歩くとはじめに出会う建造物であり、その存在はとても大きいものがある。これらを

修復することは、ただ単に遺跡を修復するだけでなく、遺跡の第一印象を大きく向上させ、観

光客をより一層呼び込むことに繋がると思料される。 

 しかし、遺跡の価値を上げることも大事ではあるが、それ以上に観光客の安全を確保する上

にも必要な作業である。今後インフラ整備や世界遺産の登録といった要因による観光客の増加

は必須ではあるが、現在の南北宮殿の状態では何時大惨事が起きてもおかしくない危険な状態

にある。 

 また、現在ラオス国内には雨季の雨水や植生により倒壊、更に倒壊したが故に以前まで機能

していた排水システムが崩壊し、より大きな被害を受け、遺跡の寿命を縮めている遺跡がワッ

トプー遺跡を含め数多く存在する。そうした状況を改善するために海外での遺跡修復研修や研

究会などへ積極的に職員を参加させてはいるが、研修後にその技術を発揮する場所や機会も無

く、経験を積むことができない状況にある。 

 そこで、石造（レンガやラテライトを含む）建造物であるクメールの石造建造物の修復に関

してはほとんど経験が無い彼らに機材のみでは無く、彼らにアドバイスを与えることのできる

東南アジアのクメール建造物の修復に経験豊富な専門家を派遣し、ある程度期間作業を一緒に

行うことにより、彼らに経験や知識を積むことができれば、ワットプー遺跡の修復作業を終了

した後に他の遺跡へとその技術や知識は活かされ、ラオス国内での石造建造物への修復作業向

上への場所と機会を与えることになる。 

 

４－２－３４－２－３４－２－３４－２－３ 収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置 

 現在、貴重な文化財が活用されず死蔵されている状態を改善することは、とても効果的であ

る。観光客を満足させ地元経済を潤すことは重要ではあるが、それ以上にチャンパサック遺跡

周辺の住民への啓発活動が重要である。遺跡修復保存の中心的役割を担うのは、研究者たちも

さることながら、 も重要な役割を担うのは遺跡周辺の地域住民である。遺跡を保護するも、

破壊するも、彼らの遺跡に対する正しい知識や認識にかかっている。 

 そうした中、周辺住民の遺跡への正しい知識や認識を高めるには、実物を見ることとともに

学ぶ機会を与えることができる展示スペースを兼ねた収蔵庫はとても有効である。このような

機会を得て遺跡に関する正しい知識や認識を学んだ周辺住民は、直接間接的に遺跡保護保存活
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動の重要な役割を担うこととなる。 

 

 ４－２－４４－２－４４－２－４４－２－４     塀の整備塀の整備塀の整備塀の整備 

 畑の耕作による埋蔵文化財の破壊や放牧された家畜による立っている記念碑を倒すなどの被

害を防ぐのにとても効果的である。遺跡に関して特段の知識も無く、遺跡サイト内で耕作や放

牧を行う住民（従って特に耕作は不法占拠と言える）に対し、塀の中が遺跡保護区であること

を彼らに目で見える形で示し進入させないように啓発するとともに、実際に侵入することを防

ぎ埋蔵文化財を保護することができる。また、現在 24 時間いつでも進入することができる家畜

に対して、頑丈な塀を設置することにより、家畜が記念碑を倒す被害や糞による被害をほぼ

100％解決することができる。現在 6 名の警備スタッフが行っている家畜への配慮（家畜を追い

払う行為や倒れた記念碑を戻す作業など）する時間が大幅に軽減し、その軽減された部分を警

備の時間に費やすことができ、結果的には対盗難対策にも有効的である。 

 インフラの整備、観光客の増加、世界遺産認定の可能性などチャンパサック遺跡への関心は

日増しに増加する一方、盗難の可能性も飛躍的に増加すると思料される。このような危険性が

増大する中、現在 6 名の職員により警備が行なわれてはいるが、 小限のゾーン 4 の遺跡運営

区域だけでも 285ha が散らばっており、ワットプー遺跡サイトの見回りだけで、十分な成果を

あげることができていない状況である。こうした中、塀を整備することにより、耕作や家畜か

ら守るとともに盗難の危険性を下げることができる。 

 

４－３４－３４－３４－３    基本設計調査の範囲、主な内容、専門分野基本設計調査の範囲、主な内容、専門分野基本設計調査の範囲、主な内容、専門分野基本設計調査の範囲、主な内容、専門分野 

４－３－１４－３－１４－３－１４－３－１     排水対策排水対策排水対策排水対策 

 4-1-1 の排水対策で述べたように、提案した３つの方法については、基本設計調査の中で必要

な調査を行い、単独またはそれらの組み合わせで合理的な排水方法を決定する必要がある。 

 また、ラオス側関係者の説明では、 終的な排水先である 2 つの河川（Hong Ikam 川、Houay 

Kok 川）で部分的な掘削と護岸が必要であるとのことであった。現地踏査では詳細に調査でき

なかったが、Houai Kok 川は十分な断面を有しているが Hong Ikam 川は下流の一部で断面が小

さいように見受けられた。基本設計調査でその要否を検討する必要がある。                  

 

４－３－２４－３－２４－３－２４－３－２     遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与 

 修復作業箇所は、 も危険な箇所である南北宮殿入口部の 2 箇所、面積は約 0.02ha である。

修復方法は、実際に現場でワットプー遺跡の診断をした、ピエールピシャール氏は「崩れ落ち

た部分を積み上げるだけの作業とし、必要 小限のコンクリートを使用する。」ことを提案して

いる。作業手順は、基礎構造調査、写真測量を中心とした建造物の測量、建築材のナンバーリ
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ング、解体作業、組み合わせ作業、再構築作業といった作業に大きく分けられ、右の修復作業

に合う機材・現況機材・管理体制・維持などを検討し、機材を決定すべきである。 

 また、単独の機材供与よりもより有効な手段として専門家による技術協力を想定されるので

あれば、そのような専門家を技術参与として基本設計調査に参加できる方が良いと思われる。

幸いユネスコの文化遺産保存日本信託基金による日本国政府アンコール遺跡救済チーム

（JSA：Japanese government team for Safeguarding Angkor）がワットプー遺跡と同質のアンコー

ルワットの遺跡修復作業を 1994 年 11 月より手掛けており、知識や経験豊富な適任の人材が存

在する。 

 

４－３－３４－３－３４－３－３４－３－３     収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置 

 チャンパサック市内にあるワットプーサイト運営管理事務所（38m×29m）を改築し、展示

は地域住民の啓発活動を活性化させるためにも欠かせない条件の 1 つなので、収蔵物 300 点の

内の一部を公開できるような展示スペースを兼ねた収蔵庫の建設をラオス政府側は提案してい

る。 

  

４－３－４４－３－４４－３－４４－３－４     塀塀塀塀の整備の整備の整備の整備 

 ラオス政府側は、ワットプー遺跡サイトの現存するフェンスの拡張を希望している。大きな

貯水池を含んだワットプー遺跡サイトの保護区域すべてをフェンスで覆いたい意向である。総

延長は約 2700 メートルと推定される。拡張するフェンスは、現在のバラセンとコンクリートで

敷設された高さ 1.5m のフェンスより、景観を考慮に入れたラテライトで作製した塀を提案し

ている。石材のラテライトの採掘場は、チャンパサック市から 20km 南下した場所に存在する。 

 

４－４４－４４－４４－４    協力にあたっての留意点協力にあたっての留意点協力にあたっての留意点協力にあたっての留意点 

４－４－１４－４－１４－４－１４－４－１    排水対策排水対策排水対策排水対策 

 Champasak 遺跡群はメコン川西岸にあり、雨期にはメコン川及び支流からの洪水がこの地域

に広範囲に氾濫するので、その氾濫の影響を受けて Hong Ikam 川及び Houay Kok 川の水位が高

くなる。雨期における氾濫水位及びこれら 2 河川の水位について調査し、ワットプー遺跡から

の排水に支障がないか確認する。（ワットプー寺院遺跡は海抜 100ｍから 200m の範囲にあるの

で（神殿：180m）、これら河川の水位がある程度上昇するにしても遺跡からの排水には支障が

ないと考えられるが、念のため 近の洪水（1996 年、2000 年）について検証する） 

 本計画により Hong Ikam 川及び Housay Kok 川へ排水した場合、両河川周辺の住民に悪影響

を及ぼさないか調査する。基本的には、本計画は「修復」なので（もともと両河川に排水され

ていたのでその状態に復するもの）従前の状態より悪くすることにはならないが、住民対応の
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ため河川周辺の土地利用状況や排水による河川の水位上昇の計算等を行い、修復の影響を調査

しておく。なお、河川周辺は遺跡保護区に指定されておりこれを一部住民が不法に占拠してい

るもので、政府は保護区以外の土地を与え、不法占拠を解消したいと考えている。 

 

４－４－２４－４－２４－４－２４－４－２     遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与遺跡修復・保存のための機材供与 

 文化遺産修復作業はそれぞれの国でそれぞれの方法があり、たくさんの修復方法が存在する。

どの修復方法を選択するかにより、使用される機材も変化する。ワットプー遺跡に関しては、

ピエールピシャール氏による修復プランが存在する。彼は東南アジアの遺跡建造物に関して幅

広い知識・経験・実績があり、ラオス政府を含めユネスコにおいても彼の信頼度は、非常に高

いものがある。このような状況の中、遺跡修復保存作業に必要となる機材を供与するにあたっ

て、彼の意見を無視すると後々問題が生じる可能性があり、基本設計調査時においては彼との

意見交換は必須である。 

 また、ラオスの唯一の世界遺産であるルアンプラバンを維持管理している職員を統括してい

る博物館考古学局ではあるが、今回のような修復作業は初めてという面もあり、単独の機材供

与ではなく、国際交流基金からのユネスコへの専門家派遣や JICA からの国際機関への個別専

門家派遣などの技術協力が必要である。但し、修復作業が不成功に終わった場合、援助国と遺

跡保有国との外交問題に発展しかねないので、援助国から直接ではなくユネスコを通じた専門

家派遣の形態を採用した方が無難である。 

 

４－４－３４－４－３４－４－３４－４－３     収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置収蔵庫の設置 

 ラオス側は、町の中心道路に接している、町の中心地に存在する、土地が政府のものである、

河から離して建築すれば問題ないなどの理由から建築希望地を現在のワットプーサイト運営管

理事務所の所在地に収蔵庫建設を建設する希望を出しているが、希望している場所がメコン河

に接しており、毎年メコン河による河川の浸食にあっている箇所なので、場所の再検討をした

方が良いと思料される。 

 

４－４－４４－４－４４－４－４４－４－４     塀の整備塀の整備塀の整備塀の整備 

ワットプー遺跡のフェンス拡張について問題はないが、その他のゾーン 4 の遺跡運営区域

（285ha）に関して、もう一度検討する価値はあると思われる。ほとんど見回ることができずに

終わってはいるが、歴史的・美術的に非常に価値のある不動産的文化遺産（ゾーン 4 の遺跡運

営区域の寺院や記念碑群）の一部にでもフェンスをかけることが可能であれば、検討する価値

が高い。 
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４－４－５４－４－５４－４－５４－４－５    ラオス側プロジェクトチームの編制ラオス側プロジェクトチームの編制ラオス側プロジェクトチームの編制ラオス側プロジェクトチームの編制 

 現在、上記の協力が具体的に実施されれば、プロジェクトチームの編制が情報文化省博物館

考古学局長であるトンサ氏により検討されている。チームの編制には情報文化省やチャンパサ

ック県情報文化局が中心となるが、情報文化省だけに限らず通信･運輸･郵政･建設省（実際に重

機の使用や管理ができる人材）や科学･技術･環境国立機関（コンピューターによる情報の編集

保存や管理ができる人材）などの幅広い人材も採用される予定である。無償プロジェクトが終

了した後は、ワットプー遺跡運営管理事務所にプロジェクトチームの一部は併合され、維持管

理を担当していく予定である。 

 どのような人材が現在検討されているのか、それらの人材の実績はどのようなものなのか、

具体的にどのように機能していくのか、基本設計時及び案件実施時に継続して見極める必要が

あると思われる。 
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